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水門開けんと漁ができん! 謎の浮遊物 

よ み が え れ ！  
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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

開
門
遅
れ
に
怒
り 

【
５
月
３
０
日
・
毎
日
新
聞
】
諫
早
湾
干
拓

事
業
の
開
門
反
対
訴
訟
を
巡
り
、
２
２
５

の
自
治
会
・
町
内
会
で
つ
く
る
諫
早
市
自

治
会
連
合
会
が
訴
訟
費
用
の
募
金
を
回
覧

板
で
呼
び
掛
け
た
問
題
が
、
波
紋
を
広
げ

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
な
ど

と
合
わ
せ
て
徴
収
し
、
戸
別
訪
問
せ
ず
自

治
会
会
計
か
ら
支
出
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。
隣
近
所
の
疎
遠
化
や
役
員
の
高
齢
化

な
ど
、
自
治
会
運
営
の
難
し
さ
も
背
景
に

は
あ
る
が
、
半
ば
強
制
的
な
徴
収
に
「
助

け
合
い
組
織
の
は
ず
の
自
治
会
が
崩
壊
す

る
」
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。「『
開
門
』

は
市
民
の
間
で
賛
否
が
分
か
れ
て
い
る
。

（
自
治
会
が
）
政
治
に
加
わ
る
の
は
大
問

題
だ
」。
２
６
日
の
連
合
会
総
会
。
白
岩
町

北
部
の
福
岡
洋
一
自
治
会
長
が
詰
め
寄
っ

た
が
、
芦
塚
末
光
連
合
会
長
は
「
昨
年
の

総
会
で
開
門
反
対
を
議
決
し
た
」
と
譲
ら

な
か
っ
た
。
連
合
会
は
「
開
門
反
対
決
議
」

を
受
け
、
今
年
３
月
、
１
世
帯
当
た
り
東

日
本
大
震
災
１
５
０
円
▽
開
門
反
対
訴
訟

１
０
０
円
▽
眼
鏡
橋
模
型
移
設
５
０
円
の

計
３
０
０
円
の
支
援
募
金
を
開
始
。
大
震

災
発
生
直
後
で
、
多
く
の
人
が
義
援
金
を

申
し
出
た
時
期
。
開
門
調
査
を
求
め
る
市 

 

諫
干
開
門
差
し
止
め
訴
訟 

開
門
派
が
補
助
参
加
申
請 

民
の
会
な
ど
４
団
体
が
「
便
乗
し
て
い

る
」
な
ど
と
中
止
を
求
め
た
が
、
連
合
会

は
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
戸
別
訪
問

す
る
こ
と
な
く
自
治
会
費
を
募
金
に
充

て
た
ケ
ー
ス
も
判
明
。
地
元
・
福
田
町
自

治
会
が
町
一
般
会
計
か
ら
の
拠
出
を
決

め
た
芦
塚
連
合
会
長
は
「
反
対
意
見
も
あ

り
、
世
帯
の
約
８
割
分
の
支
出
に
し
た
」

と
説
明
す
る
が
、
住
民
か
ら
は
「
賛
否
も

問
わ
ず
、
自
治
会
会
計
か
ら
出
す
の
は
お

か
し
い
」
と
の
声
が
出
た
。
一
方
、
募
金

す
る
側
の
役
員
に
は
戸
惑
い
も
垣
間
見

え
る
。
同
様
に
自
治
会
会
計
か
ら
支
出
し

た
市
南
部
の
自
治
会
長
は
「
反
対
意
見
も

あ
る
か
ら
、
逆
に
各
世
帯
を
訪
問
で
き
な

い
」
と
こ
ぼ
し
、
市
北
部
の
自
治
会
長
は

「
高
齢
の
班
長
に
昼
夜
『
各
世
帯
を
回
っ

て
』
と
も
言
え
な
い
」
と
打
ち
明
け
た
。

自
治
会
が
徴
収
す
る
募
金
を
巡
っ
て
は
、

訴
訟
に
発
展
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
滋
賀

県
甲
賀
市
の
住
民
が
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
な
ど
を
自
治
会
費
に
含
ん
で
徴
収
す

る
た
め
の
会
費
値
上
げ
決
議
の
無
効
確

認
を
求
め
た
控
訴
審
で
、
大
阪
高
裁
は
０

７
年
８
月
、
決
議
が
「
思
想
、
信
条
の
自

由
を
侵
害
す
る
」
と
し
て
、
住
民
側
の
訴

え
を
認
め
た
。
諫
早
市
の
場
合
、
自
治
会

運
営
に
市
か
ら
年
間
約
８
０
０
０
万
円

の
補
助
が
あ
り
「
そ
の
一
部
が
募
金
を
通

じ
て
訴
訟
費
用
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
」
と
指
摘
す
る
市
議
も
い
る
。
今
回

の
取
材
で
「
地
域
で
の
孤
立
が
怖
く
て
応

じ
た
」
と
い
う
市
民
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
“
断
れ
な
い
”
自
治
会
募
金
。
そ
の

是
非
を
巡
っ
て
、
今
後
も
議
論
が
続
き
そ

う
だ
。 

 

【
５
月
３
１
日
・
西
日
本
新
聞
】
諫
早

湾
干
拓
地
（
諫
早
市
）
の
営
農
者
ら
が

国
を
相
手
取
り
、
潮
受
け
堤
防
排
水
門

の
開
門
差
し
止
め
を
求
め
た
訴
訟
で
、

長
崎
、
佐
賀
両
県
の
漁
業
者
が
逆
に
開

門
を
求
め
て
い
る
訴
訟
の
原
告
１
３
人

が
３
０
日
、
利
害
関
係
人
と
し
て
補
助

参
加
す
る
こ
と
を
長
崎
地
裁
に
申
し
立

て
た
。
国
の
立
場
で
証
拠
提
出
や
意
見

陳
述
な
ど
を
行
う
。 

 

差
し
止
め
訴
訟
は
４
月
に
提
訴
さ
れ

７
月
５
日
に
第
１
回
口
頭
弁
論
が
開
か

れ
る
。
営
農
者
や
干
拓
農
地
を
所
有
す

る
県
農
業
振
興
公
社
な
ど
３
５
４
個

人
・
法
人
の
原
告
は
、
開
門
す
る
と
干

拓
地
の
営
農
活
動
や
防
災
機
能
に
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
な
ど
と
主
張
し

て
い
る
。 

 

補
助
参
加
す
る
開
門
訴
訟
原
告
弁
護

団
の
馬
奈
木
昭
雄
弁
護
団
長
は
３
０

日
、
長
崎
市
内
で
記
者
会
見
し
「
行
政

諫
干
開
門
反
対
訴
訟
費
募
金 

自
治
会
一
括
徴
収
に
波
紋 

日
、
長
崎
市
内
で
記
者
会
見
し
「
行
政
の

長
と
し
て
、
開
門
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
対

策
を
考
え
る
べ
き
長
崎
県
知
事
が
不
安
を

あ
お
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
た
だ
し
た
い
」

と
述
べ
た
。 

【
５
月
３
１
日
・
毎
日
新
聞
（
抜
粋
）
】
諫
早

湾
干
拓
事
業
を
め
ぐ
り
、
諫
早
湾
内
の
漁

師
１
４
人
が
国
に
開
門
を
求
め
た
第
３

陣
訴
訟
の
第
１
回
口
頭
弁
論
で
、
原
告
側

は
「
調
整
池
か
ら
の
定
期
的
な
淡
水
排
水

で
漁
師
の
網
に
ヘ
ド
ロ
が
絡
ま
り
、
漁
が

で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
」
と
早
期

開
門
を
求
め
た
。 

 
謎の浮遊物が付着し、使い

物にならなくなった魚網（諫

早湾小長井沖･５月１９日） 


